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（側面）断層撮影法にかんする研究
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　　　　　　　第1章緒雷　　　 ブを挿入して膵液を得られるようにした“かかる操作

　膵の形態を体外より答易な：方法で正確亭こ把撚i．得る　　　を

ならば，膵疾患診断」二極めて大きな意義を窃すること　　　　①無処羅対照群

は論をまたない。膵をレ線的に描出する方1去としては　　　②Urografin単独静注君羊

Kisseler①②③等が造影剤と膵刺戟ホルモンを併用し　　　③Urografin，　Secretin併用群

て良好な成績をえたと報告している。　　　　　　　　　　の三群について各2頭宛実施し，それぞれ得られた膵

　著者等は，臨床的に膵のレ線造影を行なうための基　　　液の等搬を同一一フイルム上に置いてレ線撮影を行なっ

礎実験として，ヨード造影剤Urografin⑧（76％，　　　た。またいずれの犬も膵液採取開始30分後に膵を金摘

Schering　A．　G．）および膵刺載ホルモソの一種　　　出して重：酷を測定した後，直ちに同一フイルム上に並

Secretin⑬（B。ots　Ltd．，　England）を動物に用い　　べてレ線撮影を行なった。

て，膵レ線陰影に対するこれらの影響を検討した。以　　　　2）成績

下その詳糸IIIをのべるが・膵のレ線【壌影に対するSec－一　膵灘ついて尋よ鵬批・イルム上の陰影に濃度差

「etinの影響が膵血流燈の変化を介して起ると考えら　　は認められず，膵液中に造影剤は排出されていないと

れたので・Secreti・による膵血1流の変化樋・の方　叛られた。

法によ獺掟し検討を加えた・　　　　　　ll舳した膵の陰影は図（1）t／こ示す如く，三群の問に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかな差が認められた。即ち対‘照例に比してUro一
　　　　　第2章実験方法並びに成綾　　　　　　grafin単独静注例では陰影がやや増強しており，更

　1　waはいずれも対象として体重10～15＠の成犬をも　　　にUrografin，　Secrctin併用例では他の二群セこ比し

ちいたが，実験開始前約18時間絶食とし，Pentho一　　て一∫膏明瞭なレ線像が得られている。

barbita125”v30ng／々9により麻酔を行なった。　　　　　　この実験結果から膵のレ線撮影を行なう場合，　U一

　　　簾1節：摘出膵陰影に対するUrografin，　　　　rografinとSecretinとを岡時に静脈内投与すれをま，

　　　　　Secretinの影響　　　　　　　　　　　　膵陰影を多少なりとも明瞭にしうること，またその揚

　　1）　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　合膵陰影の増強を来すのは膵液中に造影剤が排｝：t！され

　対象犬に麻酔を施した後，上腹部正中切閉して開　　　るためではないことが知らh、た。この実験において，

腹，十二指陽に切開を加えて主膵管の十二指腸開口1’li，il　　膵陰影の増強を来す理tl．iとして，造影剤の膵への沈着

を確認し，主膵管内に外tc’1imnのポリエチレンチュー　　　あるいは膵内貯留量の増加カミ考えられるがtこの造影
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1　は対照例，長さ22cm，重さ100　2

2はUrografin静注例，長さ22cnt，重さ1109
3はUrografin－Secretin静注例，長さ23cm，重さ909

　　　　　　　　　　　図（1）

剤の性質上膵えの沈着は考え難く，またSecretin併　　　本光電製，体外計測型電磁流量計M　F－2T）を設置し

用により造影剤単独の場合よりも良好な陰影の得られ　　　て血流量を測定出来るようにした。この際血液凝固を

ている点からもSecretin投与により膵血流量が増加　　　阻止する目的で体外循環路の閉鎖系内に予め5000単位

し，ために造影剤の膵内貯留量が増加して陰影増強を　　　のヘパリンを溶解したRinger氏液を入れておき，

来したと想定されたので，Secretinの膵血流量に及　　　また同じ目的でヘパリン10000単位をRinger氏液

ぼす影響を明らかにする目的で以下の実験を行なっ　500認に溶解して本実験中持続的に点滴静注した。体

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外循環路設置後状態の安定を待って直ちに前肢静脈内

　　　第2節：Secretinによる膵血流量並びに膵容　　　にSecrctin生理食塩水溶解液2u／惣を注入して血

　　　　　　積の変動　　　　　　　　　　　　　　　流量の変動を測定した。

　　1）実験1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②成績：本実験は三頭の犬について実施したが，い

　①方法：対象犬に正中切開を施して開腹し，図（2）　　ずれの場合にもほぼ同様の結果を示した。電磁流量計

に示す如くA．1ienalisが膵への分枝を出し終った所　　　に現われた変化は図（2）にみられる如くで，ここに示

から体外循環させて，この循環路内に電磁流量計（日　　　した例のように，いずれもSecretin静注後30～60秒

　　　　↓　　　　　　　　　　S　擁射

　　　25”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　←→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　25”

A．lienalis

流量計

図（2）　　電磁流量計によって測定した膵血流量の変化
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後より脾への血流量が減少することが知られた。測定　　　フに表わすと，図（3）にみられるようにほぼ直線的に

は約30分間に亘って行なったが，いずれの場合にも　　　減少した。次に13　LI－HippuranにSecretinを追加

Secretin静注後15分までは明らかに血流量の減少が　　　投与せる場合の膵部における放射能は，図（4）にみら

認められた。なお本測定実施中著明な出血はみられな　　れる如くで，明らかな変化が認められ，これを計測し

かった。Secretinにより脾への流入血液量が減少す　　　て図示すると，図（3）の如くSecretin投与前の血「【・1

ることは，膵への血液量が増加したために起ったもの　　　消失曲線は，対照犬とほぼ平行な経過をとるがSe一

と考えられたが，このことを更に明らかにするために　　cretin静注後は屈曲して血中消失が緩やかとなる。

次の実験を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　1311－Hippuranはその殆んどが腎より排泄され，膵

　　2）実験1　　　　　　　　　　　　　　　　　　への取り込みはないものと考えられるので・この変化

　①方法：対象犬に上腹部正中切開を施して膵を露出　　　は，Secretinにより膵内血液容量が増加したためで

し，膵周囲に鉛板を当てて遮蔽した後膵にコリメータ　　あろうと考えられる。

一（50nznz逆テパード型コリメーター）を当てて置く。　　　　3）実験皿

1311－HipPuran　150μcを静注し，膵部に於ける放射　　　①方法：対照犬を麻酔下に開腹し，膵周囲を鉛板で

能活性をコリメーター　tlこより継時的に測定して対照と　　　遮蔽した後75Se－Selenomethionine　100μcを静注

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し膵に当てたコリメーターにより放射能を継時的に測

　次に同様に処置してコリメーターを設置した別の対　　　定し乍ら，約5分後にSecretin生食溶解液2u／吻を

象犬に1311－Hippuranを静注し放射能の強度を測定　　　静注してその変化を測定した。また同様に開腹した犬

し乍ら，更にSecretin生食溶解液2u／kyを静注し　　の両腎を結紮して膵周囲に鉛板による遮蔽を行なった

て膵部における放射能の血中消失曲線に対するSe一　　後，13tl－Hippuran　100μc，を静注，コリメーターで

cretinの影響を測定した。　　　　　　　　　　　　　膵部の放射能を測定し乍ら約5分後にSecretin　2u／

　②成績：131工一Hippuran静注のみの対照犬につい　　　吻を静注してその変化を測定した。

て，膵部における放射能を測定し，これを片対数グラ　　　②成績：測定結果は図（5）に示す如く，75Se一

図（3）　1311－Hippuran血中消失曲線におよぼすSecretinの影響



第5号（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？9－（871）

，1

図（4）　13エ1－Hippuran血中消失曲線におよぼすSecretinの影響
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selenomethionineを用いた場合，　t3t工一Hippuranを　　　は減少するが，両腎結紮を行なうとほぼ一定の放射能

用いた場合のいずれもSecretin静注により測定カウ　　　が測定される。また，75Se－－selenomethionineと異な

ソト数の増加を認めた。　先ず75Se－selenomethio一　　り，膵における組織移行を思わせる変化はみられなか

nineを静注すると膵部に於ける放射能活性は約3～　　　った。この場合も状態が一定となった所でSecretin

5分後にはほぼ一定の値をとって来る。またそのまま　　　を静注した。この実験でIX　75Se－selenomethionine，

の状態で測定を続けると，約30分後より膵における放　　　13il：HipPuranのいずれを用いた場合もそのカウン

射能は次第に上昇傾向を示して来る。　これは75Se一　　ト数の増加は約10～20％と概算された。

selenomethionineが膵組織中に取込まれて来るため　　　　　4）　実験W

④と考えられる。このため本実験では膵における放射　　　　①方法：前記実験1皿皿を実施の際，反射型容積脈

能活性がほぼ一定となった所でSecretinの静注を行　　　波計（福田エレクトロ製容積脈波計KA－1ER）の

なった。次に1311－Hippuranは通常殆んどが腎より　　　トランスジユーサーを膵に直接当てて，それぞれの場

排泄されるので，本実験では両腎を結紮して膵に於け　　合におけるSecretin静注前後の容積脈波曲線の変化

る放射能を測定した。腎結紮を行なわない場合は実験　　　を測定した。

皿においてみられるように，ほぼ直線的に血中放射能　　　　②成績：測定結果は図（6）にみられる如くでSe一
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7

Secretin

2μ／1、g．　i、　v．｛｛一　　　　　　　図（6）　Secretin静注後の膵容積脈波の変化

cretin静注により明らかな棘波の増高が認められる。　　実験は膵」：り流出する静脈のll11，流」11を測矩Lた4．の’ご

このことは他の実験とあわせてSecretin投与により　　　あるが，膵に流入する動脈のlli［流鈷測矩に比L，その

膵容積の変化することを示唆するものと思われる、、　　　　血瞥分布の複雑な，1猷より，膵流川1血1液11ヒの正確な測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝よ可1或：r）1涜く模fEなものとご疹えら，｝し，　SecretinのIF－lril血河己

　　　　　　第3章総揖並びに考按　　　　　　量に対す≧1，影響をこれのみにで【｛1健することは困難『ご‘

　造影剤を用いて膵の明瞭な陰影を得ようとする試み　　　あろうと思われる。

は，膵を特異的に造影する適当瓶造影剤の得られてい　　　膵の動脈分：布に関してはPierson⑭の50例につい

ないこともあって臨床的には未だ成功していない、、本　　　ての報告があるが，膵は論三としてTrancus　coeliacus

実験に用いたU，。9・・fi・Uよ主として陶誠い剛IL窪｝1・　よりの鱗を受け一’C・・tdり⑮一1・鱗｛llの一il’flSh：・A．

の造影に用いられている・1　Hド造影剤であって，膵をこ　meSe・terica　SUpe・i・・の分枝によっている。実斑姐

特別の親和性を有するものではないが，これを用いた　　　に於て脾の流入ltlし液珊：がSecretinにより減少1．．たこ

犬の摘出膵では対照犬に比しわずか乍ら陰影の増強が　　とはSecretinにょってAorヒa　abdominalisから

認められた。かかる陰影の増強を来し得る理山として　　　Truncus　coeliacusへの．1航流が減少したものか，或

は次の二つの易合が考えられる。即ち造影剤が膵組織　　　いはA，1ienalisから膵へ分布する1血流量が増加した

内に取り込まれて膵液中に分泌される場合と，摘出膵　　ために脾に翌る血液轍が減少したのか，のいずれかで

の血中に存在する造影剤による場合，であるが，採取　　　あると思われるが，Secretinが膵に特異1白に作用す

した膵液中に造影剤が証明されないことから，後者に　　　る刺戟ホルモンである点を考慮すると脾への流入血液

よるものであろうと考えられる。更に膵内血液中に含　　　量が減少したのは後者によるものであろう。

まれる造影剤により膵陰影が増強するものとするなら　　　実験1【及び皿に於ては，放射性岡位元索を用いて膵

ば，膵血L管を何等かの方法により選択的に拡張するこ　　　血流昂：の測箆を試みたが，最近別のRadio　isotope

とにより周囲組織に比較して膵陰漿多は一層明瞭になる　　　を用いて膵∬凪流量に対するS3cretinの影響を測定し

であろうことが期待される。　　　　　　　　　　　　　たDelaney⑯の報告がある、，彼は49K・Clの溶液を

　膵外分泌機能は神経性，体液性の両面より調節せら　　　犬のVena　cavaに注入し，30秒後に膵を全摘撫して

れているが，体液性調節に関与するホルモソとして，　　　放射能を測定し，更に同一方法でSecretinを1u／kg

十二指腸粘膜より抽出分離せられたPancreozymin　　flf用したものと比較してSecretinの影響を検討して

⑤，及びSecretin⑥がある。：ll｝1経性調節を行なう迷　　いる。それによると，正常犬の1酌血流盤は0．63　me／

走神経の刺戟及びPancreozyminは酵勲こ冨む膵液　　　min．　gr．であり，Secretin投与後のそれはo．97紹／

分泌を起し，Secretinは重炭酸塩を多く含む液を大　　　min．　gr．と著明な増加を示し・その増加率は約50％

量に分泌することが知られている。Secretinを齪1三　　と報告している。

した場合，増加する液量は約6倍，重炭酸塩では約40　　　実験1Uに於て7’JSe－Selenemathionine及びt811－・

倍にも達する⑦と云われているが，かかる著明な外分　　Hippuranのい”9‘SLを用いた場合もほぼ同一の増加率

泌増加を来すには，必然的に膵∬皿流最の増力11が必要⑤　　　を示したが，この方法ではコリメ・・一ターによる測定の

と考えられる。Secretinの膵血L流量に対する影響に　　際，膵内のltn中放射能のみならず，膵の背後に分布す

ついては諸家の報告がありGayet＆Guillaume⑨，　　　る膵以外の血中放射能が同時に測定されるため，膵以

Maltesos＆Watson⑩，　J。nes⑪，及びBenett＆　　外の1fttPii放射能に変化がないものとするならば，実際

Still⑫，等はいずれもSecretin投与により膵血流墨　　　の膵血流壁の増加率は測定されたカウント数の上昇率

は増加したとしている。一方，Weaver⑱は特に変化　　　よりも高い値をとるものと考えられる。

を認めなかったと報告している。Weaverの行なった　　　また実験b声についても，得られた容積脈波曲線の棘
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波の」二甑は糊であ1），S・・reti・により膵の容積が　　Phy・i・1．28・325，1902

変化することを示しているものと考えられる。　　　　　　⑦　Wright，　S，：Applied　Physio1。gy．　LQndon，

膵血韻に対するSec・etinの影響に関して行なっ　　0・f・rd　U。i。，・，ity　P，es、，　1956

た1壮の諸実験ではその方法により増加癩載徽の　⑧R・i・，　H，，。nd　S。hn。id。，，　M．，Am．　J．　R。ent．

鰍は認められるものの・いずれ・』明らかな1丘L湘細　　g…1．R・d．　Ther・py＆N、c1，。，　M。d，，64，

を示しており，Secretin併用ケこより膵のレ線陰影が　　　　723，1950

増強した事実とよく合致するものと考えられる。　　⑨Gayet，　R．，　and　M．　Guillattme．：CQmpt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rend，　soc・bio1．103：11〔〕6，　1930

　　　　　　　　第4章結語　　　　　⑩M・lt・…，C．，・・d　W・t・・n，　R、、Pfl・ig，，s

　膵のレ線造影法に関する基礎的実験として，犬に　　　　Arch・Ges．　PhysioL　241：516，ユ939

UrQgrafin，及びSecretinな用いて摘出lilドのレ線1徴　⑪Jones，　M，：J．　Physio1、，　Lthndoti，151：49，

影を比較検1討し，更にSecretinの膵」liL流lllAtに，対する　　　　　19〔う｛｝

影響を種々の方法により測定して次の綻果を得たt，t　　　　⑫　Bennett，　A・，　and　Still，　E，：Am，　J，：Physiol．

　1）　Urografin単独静乳1三後の摘出膵レ線陰ljl多は，　　　　　106．454，1933

対照に比しやや増強し，Urografin－・Secretin　gi」用例　　　⑬　Weaver，　M．：Am．　J　Physiol．85；410，1928

では璽に険影が明瞭とオ〔った。　　　　　　⑭PierSon・J．　M．：Surg，　Gyr】．　C》bsヒ”：77：426，

　2）　いずれの」易念にもUrografin｝；k膵液「｝1に証1り」　　　　1943

されなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮　Wharton，（｝．　K，：Anat，　Rcc．，53：55，1932

　3）A．lienalisよりの脾流入1瞬使iLヒは，　Secretin　⑯Delancy，　J，　and　Grim，　E．：Federation

静注により減少し，膵血流蝕の増加がうかカミわれた、　　　　Proc，23：252，ユ964

　4）　放射性同繊元素静注後，Secretinを静脈内｛iSと

与すると，膵における放射能活廿kは，核種により増強

するか，あるいは血中消失が緩やかとなり，膵内血液

財竃溜が推定されたQ

　5）　膵容積の変化を容積脈波計で観察すると，Se－

cretin静注により著明な棘波の増高が認められた。

　小田教授の御指鱒御校閲に灘謝致します。

　尚，本稿の要旨は，第62，64回臼木内科学会総会，

策51，53園日本消化器病学会総会，およびFl本放射線

学会策3回臨床シンポジウム部会において失々発喪し

た。

　また，本研究の一部は，厚生智癌研究助成金によっ

た。
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